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若 年 成 人 肥 満 者 のmetabolic syndromeに お よ ぼ す 年 齢 、 肥 満 度 、

身体的フィッ トネスの影響、生活習慣修正による減量の効用

勝 川 史 憲

内容の要旨 論文審査の要旨

 Metabolic syndrome(MS)は 、耐糖 能異常、イ ンス リン抵抗性、脂

質代謝異常、高血 圧症な どの冠疾患危険因子が集籏 した病態 で、近年、

wxoお よび米 国のNational Cholesterol Education Program(NCEP)よ り、

それ ぞれ独 自の診断基準 が発表 され ている。本研究 は、中高年者や小

児 に比べ て検討 され るこ との少 ない若年成 人に注 目し、この年齢層の

肥満者 のMSの 病態 と減 量に よる治療効果 を検討す るこ とを 目的 とし

た。

 対象 は、大学病院肥満外来 を受診 した18～39歳 の肥満者550名(男 性

395名 、女性155名)で あ る。血液指標(血 糖、イ ンス リン、中性脂肪、

HDL一 コ レステ ロール)、 血圧 、膀高部CTス キャ ンでの内臓脂 肪断面

積 を用 い、W}{0、 NCEPの 診断基準 にもとづ き、MSを 構成す る各 コン

ポーネ ン トの うち該 当す るものの数 、MSの 有無 を評価 した。そ して、

1)全 例 でBMI、 年齢 、性差のお よぼす影 響について断面 的検討 を行

なった。また、2)身体活動量低 下の影響 につ いて、18～23歳 の男性127

名 で、身体的 フィ ッ トネス の指標 である ピーク酸素摂 取量(peakVO2/

wt)を 用いて断面的に検討 した。さらに、3)89名 で、食事 と身体活 動

の生活習慣修正 を指導 し、1.5年後に再評価 し、減 量の効果について検

討 した。

 その結果、以下の ことが明 らか とな った。1)若 年成 人肥 満者 の代謝

面の特徴 として、高イ ンス リン血症 を高頻度に認め、耐糖能 異常 より

も早期に脂質代謝異常、高血圧症が発現 してい た。年齢 が10歳 、ある

いはBMIが5高 い場合のMSの コンポーネ ン ドの数の増加は0.4～0.6、

MSの オ ッズ比は2～3.2で あった。年 齢、BMに 比べ て性差 の影 響は小

さか った。2)PeakVO2/wtは 体重 とは独立 してMSの リスクの減少 と関

連 していた。PeakVOZ/wtがSmUkg/min高 い場合のMSの コンポーネン ト

の数の減少は0.3、MSの オ ッズ比 は0.7～0.5だ った。3)生 活習慣修 正

に よる減量の程度 に応 じて、各種代 謝指標の改善を認 めた。10%程 度

の軽度の減量で も、内臓脂肪 面積 は33%減 少 し、多 くの代謝指標 は有

意に改善 した。また、MSの 頻度 は、 WHOの 基準 で52か ら21%、 NCEP

の基準で41か ら16%へ と大き く減 少 した。減量 によるMSの リスクの

減 少効果は、断面的検討か ら予測 され るよ りも大 きか った。

 結論 として、これ らの若年 肥満者 のMSの リスクの改善には、10%程

度 の軽 度の減量で も(体 脂肪 が大 きく減少 し)有 効 であるこ とが、今

回の検討 か ら示唆 され た。若 年肥満者 の多 くは体重が増加傾 向にあ

り、い ったん確 立 した肥満 の治療 が困難 な ことを考慮す ると、軽度 の

減 量をめ ざした、生活習慣修正 による早期 か らの一次 予防が重 要 と考

え られ た。

 近年 、肥 満、イ ンス リン抵抗 性、耐糖能 異常、脂 質代謝 異常お よ

び高血圧症 な どが集籏 した病態 であるmetabolic syndrome(MS)が 急

速 に増加 してきてい る。 このMSに 関 して、若年成人 を対象 とした研

究は少 な く、若年成 人の肥満者 に どの程度MSが 存在 し、減 量による

治療 効 果 が どの程度 あるの か未 だ明 らか で ない。 そ こで本研 究 で

は、18歳 ～39歳 の肥満者(男 性395名 、女1生155名)を 対象 とし、MS

の有無 を評 価す ると ともに、1部 の もの では1.5年間にわた る生活習

慣の修正効果 を検討 した。

 そ の結果、若年成 人肥満者 では、高イ ンス リン血症 を特徴的 に認

め、耐糖能 異常 よ りも早期 に脂 質代 謝異 常お よび高血圧 症を認 める

こと、断 面的研究 で、年齢 が10齢 あるいはBMIが5高 い場合 には、

MSの コンポーネ ン ト数 は0.4な い し0.6増加 したが、性差 の影 響は少

ない こ と、身体的 フ ィッ トネ スの指標 である ピー ク酸 素摂取量 は、

体重 とは独 立 してMSの リスクの減 少 と関連 してい ること、生活習慣

の修正 による減 量の程度に応 じて各代謝指標 が改善 し、その際、MS

の コンポーネ ン ト数 の減少 は断面的検討 か ら予測 され るよ りも大 き

い こ と、お よび 一10%程 度の減 量で も体脂肪 が大 き く減 少 し、大変

有効で あると結論 した。

 この よ うな研 究 に関 して、まず年齢 お よびBMIに 比 し、性 差の影

響が少 なか ったこ とが注 目された。 この年 齢の女性 では、皮 下脂肪

が多 く、内臓脂 肪 は男 性 に比 して有意 に少 ない ことか ら、 リス クの

少な い肥 満 と考 え られて いたが、本 研究 では予測 に反 し、男 性 と比

較 してMSへ の影響 には有意差 がみ られず、その理由に関 しては今後

の検討課題 とされ た。次 に、MSに 関与す る諸 症状に関 して、個 々の

症状 に関 して リスクの重みづ けがで きれ ば、予後 予測 に一層 有用で

はない か との助言 があ り、 この点について も今 後の検討課題 とされ

た。

 MSの 診断基 準 に関 して、本研 究で はWHOの 糖尿病 のConsultation

お よびNCEP ATP皿 の基 準 に基 づい たが、イ ンス リン抵抗性 の診断

法に問題 もあ り、本研 究の よ うに多数例 での検 討成績 があれ ば、 日

本 としてイ ンス リン抵抗性 を含 め、MSの 診 断基準が作成 され るべ き

ではないか との助言 があった。またMSで 中心的役割 を果たす中性脂

肪 は アル コール摂取 量 よ り強 く影 響 され るこ とか ら、本研究 でアル

コール摂取 量 に関 して も調査 され るべ きであった とされ た。 さらに

MSを 呈す る患 者で は脂 肪肝 を有す るこ とが多い こ とか ら、 MSに お

ける脂肪肝 の位 置づ けに関 しては今 後検討すべ き重要 な課題 とされ

た。

 以上 のほか、論文 中の語 句が統一 されてい ない点や用 いた統計法

に問題 がある ことも指 摘 され た。それ らの訂正 と学位 申請論文 とし

てその基本 に沿 って書 き直す こ とが指示 され たが、研 究 は長年 にわ

たる肥満 に対す る身体 的フ ィッ トネ スの影響 を検討 した きわめて貴

重な研究 であ り、肥満研 究の進歩 に大 きく貢献す る研究 と評価 され

た。
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